
令和 5 年度 学校関係者評価 報告書 

 

問1 各評価項目について、適切の場合：4、ほぼ適切の場合：3、やや不適切の場合：2、不適切の場合：

1 を評価欄に記入してください。 

※5 名の関係者による評価点数を合計し、人数（5）で割った数字を総合評価としている。 

評価項目 評価 評価項目 評価 

（1）教育理念・目標 4 （6）教育環境 3.8 

（2）学校運営 3.8 （7）学生の受け入れ募集 4 

（3）教育活動 3.8 （8）財務 3.8 

（4）学修成果 3.4 （9）法令等の遵守 3.8 

（5）学生支援 4 （10）社会貢献・地域貢献 4 

 

問2 各評価項目についての現状と今後の改善等についてご回答ください。 

（1） 教育理念・目標の現状と改善点 

【現状】 

    ・学生や、OB・OG の声を拝見すると、皆さんが学校へ明るく、楽しく通っている様子がうかが

える。学校の授業では、多くの分野を学ぶので、今まで知らなかったことや新たに自分の好きな

ことを発見できたりしている。また、学生たちはそれぞれ個性を持っており、お互いに良い刺激

を与えあっている。 

・知識、技術だけではなく、美容を楽しむ教育をされていると感じます。 

     

【今後の改善点】 

    ・引き続き、学生たちにとって、『世界で一番「楽しい」学校』、『満足度「100％」学校』である

よう取り組んでいただきたい。 

 

美容業界の素晴らしさをもっと追求し、学生に今以上に伝わるように授業で、知識・技術と美

容の仕事を伝えていきたい。 

 

（2） 学校運営の現状と今後の改善点 

【現状】 

・授業、学科、施設・設備、就職、学費面など、総合的にみて、良好だと考える。 

・学生就職支援への取り組みにおいて、現場の先生方と就職ご担当の先生方とのご意見の差異を

耳にすることがございますことが気になっております。 

 

 



【今後の改善点】 

・特になし 

 

全ての面で、健全に運営を行うことに努める。 

就職支援については、学生と担任教員と就職担当教員としっかり連携をとり、学生全員が第一

希望に採用されるシステムを構築していきたい。 

 

（3） 教育活動の現状と今後の改善点 

【現状】 

・2 学科ともに授業内容が充実している。海外研修・短期留学で、世界の主要都市の最先端トレン

ドを学習したり、国内では、東京・大阪という日本における流行の発信地で学習することは、学

生たちにとって視野を広げ、多くの刺激を受ける機会であるとともに、それぞれのよさを発見し、

今後に生かす機会にもなっていると思う。また、現役のトップアーティストによる特別授業など

を取り入れ、学生たちの学習意欲を高めることで、毎年、全国のコンテストで多くの上位入賞を

果たしている。 

    ・技術や美容に関する学びだけでなく、「社会から求められる人間性」について、より深く学び身 

に付けていくことが更なる他校学生との差別化になると感じております。 

・細分化されたコース選定と、それに沿ったカリキュラムで教育されている。また、業界の著名 

な講師を招いての特別授業は刺激になると思います。 

 

【今後の改善点】 

    ・特になし 

 

いつも「今以上」を求めて、学生が何を求めているのか、美容業界が何を求めているのかを把

握して、教育活動に取り入れていきたい。 

 

（4） 学修成果の現状と今後の改善点 

【現状】 

・美容師国家試験の合格者数が、昨年度に引き続き、愛知県、東海地区、全国、いずれも 1 位で

あり、大変すばらしい。また、ネイリスト技能検定での合格率は、全国平均を大きく上回ってい

る。就職についても、手厚い就職サポートにより、高い内定実績を上げている。 

・国家試験の合格率について、入学者数が多く様々な考え方をもった学生が在籍される中ではあ 

りますが、100 名を超える学生が不合格となっている結果は残念に思います。 

・美容師国家試験はもちろん、ネイル、エステ、カラー等の様々な資格の取得のためのバックア

ップをされている。 

・国家試験合格率 78.5％ 



【今後の改善点】 

   ・就職活動にて内定を獲得しても、国家試験の合格と卒業できることが条件となることも、入学時

から改めて強く伝え、理解を深める。 

   ・美容師国家試験について、全国 1 位が続けられるよう頑張っていただきたい。その他の資格につ

いても、現在の高い実績を維持出来るよう、引き続き努めていただきたい。 

   ・80％以上の数字を目指してほしい 

 

今年度は、国家試験の合格率にこだわることはもちろんのこと引き続き即戦力になる教育も更

に推進していきたい。 

 

（5） 学生支援の現状と今後の改善点 

【現状】 

・奨学金制度による学費サポートをはじめ、中日美容オリジナルの委託奨学生制度や遠方から来 

る学生を中心とした部屋探しのサポートを設けるなど、学生を支援している。 

・東京や県内のレベルの高い美容師を外部講師に招いている点、コンテスト等で楽しく学ぶサポ 

ート、キッチンカーを置く工夫は充実さを増す素晴らしい支援だと思います。 

・附属保育園の運営などからも、御校で学ぶ学生の支援体制の深さを感じさせられます。 

    ・立地が良く、通学が便利なうえに更に一人暮らしも賃貸あっせん先があるので、県外からの学

生の受け入れも安心できる。 

    ・保育園事業も学生支援の一環となっていると感じます。 

     

【今後の改善点】 

    ・愛知、岐阜、三重の東海地方出身者が多いが、幅広い地域から人材を集め、交流することは、学

生の成長に欠かせないと思うので、引き続き、遠方からの入学にも力を入れてもらいたい。 

 

学生の声を聞き、更に充実した学生支援を行っていきたい。 

 

（6） 教育環境の現状と今後の改善点 

【現状】 

・中部地区最先端エリアである名古屋駅近くにあり、アクセスも良く、郊外からでも通学しやす

い。どの校舎も近代的であり、学生が学習するに適した充実した設備が用意されている。また、

災害救助用品庫も完備されており、安心安全にも配慮されている。 

・授業にも関わらず、休んでしまう学生がいることを残念に感じました。 

・コンテストへの積極的な参加や、ヘアショーの見学など、多岐に渡る教育環境が整っている。



また、オープンキャンパスは、生徒が中心となり運営しているので、自主性も芽生える。 

 

【今後の改善点】 

    ・世の中が変わりゆく中、学生教育の進め方は「答え」が無く大変かと思います。しかし、そんな

中でも社会に出る手前の教育として、時代が変わっても、変わらず伝えていくべきことを更に落

とし込んでいくことができると、卒業後のプラスにしてもらえるのではと思います。 

 

自主性を重んじた教育をさらに進めていきたい。また一人でも多く社会に通用する人材を育成

する。 

 

（7） 学生の受け入れ募集の現状と今後の改善点 

【現状】 

    ・2 学科 10 コースが設置されており、自分に合ったコース選択ができるので、毎年 600 名を超

える生徒に選ばれるのだと思う。また、働きながら美容師の資格を得られる通信科も設定されて

おり、多様なニーズに対応している。 

    ・選考に関しても、AO 入試やオンライン面接を採用し、学生たちにとって受験しやすい環境を整

えている。 

    ・パンフレットより、内定者だけでなく、著名サロンで活躍する卒業生の紹介が、ビジョンを具

体的に見せていて良いと思いました。 

・少子化の中での入学者数の増加については広報の先生方の努力を大いに感じさせられます。 

    ・設備が整っており、定員数も多い。 

    ・受験機会も多くあり、学生が受験しやすい環境です。 

    ・先にも述べたが、オープンキャンパスで先輩たちが活躍している姿にあこがれを持つと考える。 

     

【今後の改善点】 

・特になし 

 

学校のアピールは勿論のこと、美容業界の素晴らしさを伝えていきたい。 

 

（8） 財務の現状と今後の改善点 

【現状】 

・財務に関し、特に問題なし 

 



【今後の改善点】 

・特になし 

 

更なる安定経営を目指します。 

 

（9） 法令等の遵守の現状と改善点 

【現状】 

・コンプライアンスに沿った運営がなされていると思います。 

・法令等は遵守されている。 

 

【今後の改善点】 

・特になし 

 

今以上に法令遵守を求め、より働きやすい環境にしていくこと。 

 

（10） 社会貢献・地域貢献の現状と改善点 

【現状】 

    ・約 70 年にもわたる実績に加え、実践的な面接指導や独自のオンラインシステムによる就活支援

により、美容室をはじめ、様々な分野に優秀な人材を多く輩出している。また、活躍の場を見て

も、中部エリアを中心に、関東・関西など全国に拡大しており、大きな社会貢献をしている。 

    ・2023 年 8 月のキッザニアイベントは、地域の子どもだけでなく、保護者や在校生も楽しそう

でした。 

・2023 年 8 月 6 日に開催した、小学生を対象とした「Beauty Land」では、美容業界への成り 

手を増加させる手段の 1 つとして、素晴らしいイベントだったと感じています。 

    ・不要となった食品を回収する等の取り組みは、世の中の組織でもまだまだ事例が少ない中、エ

シカルを学び得ることのできる有意義な機会だと感じております。 

    ・保育園事業は、美容業界の関係者にとって働きやすい環境を与えていると思います。 

     

【今後の改善点】 

    ・引き続き、全国で活躍する優秀な人材を輩出できるよう努めていただきたい。 

    ・SDGS に関する校内取り組みの現状はいかがでしょうか。 

 

SDGｓに関することをはじめ、もっと社会貢献・地域貢献が出来るように努める。 

 


